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試験体

木質材料の重量減少率の比較 （単位：％）

他の木質構造材料との差歴然
従来の木質材料にないプラスメリット

実験レポート２ シロアリ、腐朽菌にも強さ発揮

１０年間の風雨に耐えたスターウッド
構造用合板以上の耐久性を証明

１０年間屋外暴露による物性変化

実験レポート１ 屋外暴露による物性変化

左：合板 右：ＭＤＦ

試験方法：ＪＩＳ Ｋ 1571 「木材保存剤の性能試験方法及び性能基準

初期強度は大きく合板の方が上回るものの１０年後の物性値の比較では、その強度残存率はＭＤＦで約９０％前後で
あるのに対し、合板は約６０％強と劣化が大きい。併せて各物性データのばらつきは合板の方が大きくＭＤＦの方が
安定していることが分かります。

通常の構造用スターウッドは、イエシロアリ及び腐朽菌の影響による重量減少率はスギ辺材と比較しても大きく優位
性を保った。また、ＭＤＦ製造時の接着剤に防腐防蟻剤を混入し生産される「構造用スターウッドＤ」は優良保存剤処
理木材の認定を取得。シロアリ・腐朽菌に対しても重量減少率３％以下とその性能をさらにパワーアップしました。


